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◼令和元年１０月台風１９号豪雨水害では、信濃川水系の千曲川上流域から信濃川中流域の広域にわたって
甚大な被害が発生。

◼流域内の関係者（国、県、市町村）が連携して、河川整備によるハード対策と地域連携によるソフト対策を一
体的かつ緊急的に進めるため、『信濃川水系緊急治水対策プロジェクト』をとりまとめる。
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「３本の柱」を中心にした『緊急治水対策プロジェクト』

○河川におけるハード
対策は、短期間での
整備には限界がある
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流域が一体となった治水対策

ソフト対策

河川対策

洪水時内水排除施設
調整池

河道整備洪水調節施設

遊水機能を有する
土地の保全

住まい方の工夫

流域対策

流域全体で治水対策を捉えた場合のイメージ
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